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急いで受診 の 目目 安

□ 熱のない（ 37 .5℃以下） けいれん

□ 生まれて初めてのけいれん

□ 生後 6 か月以下または 6 歳以上のけいれん

□ けいれんが 5 分以上続く か、 短く ても 繰り 返し ている

□ 片側（ 右側または左側） だけのけいれん

□ けいれんが止まっ ても 意識がない（ 呼んでも 、 刺激し ても 目が覚めない）

□ 手足を 動かさ ない

□ 手足の動き がおかし い

けいれん（ ひき つけ） を 起こ し たら

けいれんけいれん（ ひき つけ）（ ひき つけ） を起こ し たらを起こ し たら

けいれんは、 14 人に 1 人く ら いの子ども が経験する と いわれており 、 決し てまれなも

のではあり ません。 けいれんを 起こ し ている時は、 ガク ガク 体を 震わせたり 、 顔色が悪く

なっ たり 、呼びかけても 反応がなかっ たり と 、保護者にと っ て大変こ わいも のです。し かし 、

多く の場合は数分でおさ まり ます。 まずは落ち着いて対応し まし ょ う 。

解 説

◦ 5 分以上けいれんが続く 場合は、 すぐ に救急車を 呼びまし ょ う 。 救急車が来る ま では、 静か

に寝かせ、 呼吸の状態を 観察し まし ょ う 。

◦ 熱のないけいれん、 15 分以上続く けいれん、 けいれんが止まっ た後目が覚めないなどの場合

は、 脳炎や脳症、 てんかんなども 考えら れますのですぐ に受診し まし ょ う 。

◦ ほと んど の場合、 子ど も のけいれんは熱が出たと き に

起こ る 「 熱性けいれん」 で す。 短時間（ ５ 分以内） で

けいれんは止ま り 、 重症にな る こ と は多く はあり ま せ

ん。 まずは落ち 着いて、熱がある か、持続時間は何分か、

左右差がある かなどを観察し まし ょ う 。

◦ 解熱剤を 早めに使用し たり 、 ひんぱんに使用し ても 熱

性けいれんを 予防する効果はあり ません。

◦ 激し く 泣いた後に息を 止めて体を 突っ 張っ たり 、 全身

の力が抜けてし ま っ たり する「 泣入り ひき つけ」 を 起

こ すこ と があり ま す。 繰り 返すこ と が多いので すが、

自然に回復し 、 後遺症は残り ません。

◦ 意識が回復するまで必ず付き 添いまし ょ う 。

◦ 吐き 気があれば、 むせないよ う に体を 横に向けま

し ょ う 。

◦ 吐いた場合は嘔吐物やよだれを 拭き 取り まし ょ う 。


